[bookmark: _Toc18937806][bookmark: _Toc18940093]富士山噴火時等の避難確保計画（案）の使い方


青字で示した項目（あるいは青字部分）は、各施設において、必要な修正等を行う箇所を示します。（以下同じ）
また、＜＞のコメントがある部分は、施設の立地状況により、記載の必要有無が変わる部分です。解説をテキストボックスで付してありますので、参考としてください。
（避難確保計画作成後に、削除してください。）

なお、Word機能の「図表番号」、「相互参照」を使用しています。


修正例１　富士宮市に△△小学校という学校施設があり、指定された場合
	○○学校（以下「当施設」という。）は、活動火山対策特別措置法第3条第１項に基づく、火山災害警戒地域に立地している。また当施設は、富士宮市地域防災計画に、活動火山対策特別措置法第６条に基づく「避難促進施設」として定められていることから、同法第８条・・・




	富士宮市立△△小学校（以下「当施設」という。）は、活動火山対策特別措置法第3条第１項に基づく、火山災害警戒地域に立地している。また当施設は、富士宮市地域防災計画に、活動火山対策特別措置法第６条に基づく「避難促進施設」として定められていることから、同法第８条・・・



修正例２　第３次避難対象エリアの施設の場合　
	＜第２次避難対象エリアの施設＞
当施設は、想定火口範囲から概ね2㎞圏内に位置している。施設に影響のある火山現象は大きな噴石、降灰、溶岩流であり、溶岩流は１時間以内に到達する、または短時間で取り囲まれる可能性がある。

＜第３次避難対象エリアの施設＞
当施設は、施設に影響のある火山現象は降灰、溶岩流であり、溶岩流は3時間以内に到達する可能性がある。



	当施設は、施設に影響のある火山現象は降灰、溶岩流であり、溶岩流は3時間以内に到達する可能性がある。




避難確保計画作成の流れは以下のとおりです。
１　避難に時間がかかる人がいるか確認しましょう。
・車いすの人や歩行に支援が必要な児童生徒、教職員はいますか？

２　施設の避難対象エリアを確認しましょう。
図 12　避難対象エリア（富士宮市富士山火山避難行動マップ）避難確保計画ひな形p40に避難対象エリアを掲載しています。

３　ハザードマップで施設の所在地における危険性を確認しましょう
火山一つの現象だけでなく、様々な現象が発生しうるため、複数のハザードマップを確認する必要があります。静岡県GISを活用してください。
～富士山噴火時に想定される様々な現象～
①大きな噴石
②火砕流・火砕サージ
③溶岩流
④融雪型火山泥流
⑤降灰
⑥降灰後土石流

４　休校と引き渡しの対応を確認しましょう。

５　避難のタイミングを検討しましょう。
風水害では「雨のピークは今夜遅くから明日の昼頃にかけて」といった天気予報（予想）を基に行動することができますが、火山災害においては「●時間後に噴火」といった予測は困難です。
このため、引き渡しのために保護者が学校へ向かっている最中に、学校周辺に避難指示が発令されるような場合も想定されます。その場合、保護者は引き渡しへ向かうことを中断し、安全な場所へ引き返します。
噴火前に避難指示が出る地域や噴火後に避難指示が出る地域があります。どのような時に施設所在地に避難指示が出るのか、またはどのような区域名で避難指示が出るのか、共通の認識をもつ必要があります。

６　避難先等を検討しましょう。
火山災害は大規模になることもあるので、非常に遠い「いつ何時でも絶対に安全な場所」を目指すよりも、噴火現象に応じた避難先を検討することが大切です。
地域や地区の防災計画で避難先が定まっている場合は、どのような時にどこへ避難するかを確認しましょう。現時点で定まっていない場合は３項で確認したハザードマップを参考にしつつ、地域と一緒に検討しましょう。

７　必要な体制を検討しましょう。

簡易フローチャート
「●休校/引き渡しのタイミング」「●避難のタイミング」「●突発的に噴火したら」いいえ

第２次避難対象エリアですか？

いいえ

第３次避難対象エリアですか？
はい


はい


いいえ

避難に時間を要する人がいますか？
（小学生※1や車椅子利用者等）


いいえ
融雪型火山泥流の危険度区分は
【紫】ですか？

はい


はい



●休校/引き渡しのタイミング
　噴火前（噴火警戒レベル３）




●避難のタイミング
噴火前
（噴火警戒レベル４）



●突発的に噴火したら
緊急安全確保
●避難のタイミング
噴火前
（噴火警戒レベル４）



●突発的に噴火したら
屋内退避
（火山灰等から身を守る＋頑丈な建物の２階以上）
⇒市の避難指示に注意
●避難のタイミング
①積雪期
噴火前
（噴火警戒レベル４）
②暖候期
噴火後※2
●突発的に噴火したら
屋内退避
（火山灰等から身を守る
＋頑丈な建物の２階以上）
⇒市の避難指示に注意








●避難のタイミング
噴火後※2
●突発的に噴火したら
屋内退避（火山灰から身を守る）
なお、融雪型火山泥流の危険度が【赤】【オレンジ】の地域では、屋内退避場所に留意。





※１　小学生は一般的には「避難行動要支援者」ではないが、歩行速度が遅いため、このフローチャートでは「避難に時間を要する人」として扱った。溶岩流のハザードマップを確認し、短い距離で徒歩避難できる場合には、「避難に時間を要する人」として扱わないことも可能。
※２　施設所在地に溶岩流が到達する噴火口の位置は、富士山全体の想定火口範囲のうち一部だけである。避難のタイミングが「噴火後」となっている場合は、噴火後に必ず立ち退きをすることを示しているのではなく、溶岩流の到達が見込まれる場合に立ち退き避難を行う。


参考資料・図書
【WEBサイト】
避難確保計画を作成するにあたって参考となる資料
●避難確保計画作成の解説資料（内閣府ホームページ）
　https://www.bousai.go.jp/kazan/tebikisakusei/kakuhokeikaku/index.html

●富士山火山防災に関するページ（静岡県ホームページ）
富士山火山避難基本計画（令和５年3月）
https://www.pref.shizuoka.jp/bosaikinkyu/sonae/kazanfunka/fujisankazan/1053271.html
富士山ハザードマップ（令和3年3月改定）
https://www.pref.shizuoka.jp/bosaikinkyu/sonae/kazanfunka/fujisankazan/1030190.html
静岡県GIS（富士山火山防災　防災マップ）
https://www.gis.pref.shizuoka.jp/?z=12&ll=35.331917%2C138.737125&t=roadmap&mp=8001&op=70&vlf=0c0000000000200000000000000000000000000000000000000000000000000000

【図書】
火山についてさらに興味のある方へ
「火山: 地球の脈動と人との関わり (サイエンス・パレット 038)」　藤井　敏嗣
「富士山　大自然への道案内 (岩波新書) 新書」　小山　真人
「富士山学　第３号」　静岡県富士山世界遺産センター
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噴火時等の避難確保計画のひな形(居住地域の単独施設版)



富士山噴火時等の避難確保計画（案）
【居住地域の単独施設（学校・児童施設）版】

[image: ]青字で示した項目（あるいは青字部分）は、
各施設において、必要な修正等を行う箇所を示す。（以下同じ）

＜＞のコメントがある部分は、施設の立地状況により、記載の必要有無が変わる部分です。



（凡例）
下  線  部：該当する名称等を記載する（施設名、数字等）。
　　　　　該当しない場合は削除する。
太枠線内：関係者間で協議、調査した結果を記載する。

令和●年●月
○○学校・○○保育園・○○幼稚園
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[bookmark: _Toc140053726][bookmark: _Toc140848341][bookmark: _Toc143536714][bookmark: _Toc11267][bookmark: _Toc25080][bookmark: _Toc25697][bookmark: _Toc25893][bookmark: _Toc29247][bookmark: _Toc29825][bookmark: _Toc31125][bookmark: _Toc349]０．はじめに　　	
　火山災害は、予め発生時期を予測することはできないため、気象庁が発表する「噴火警戒レベル」等に応じて避難行動に着手し、大きな噴石、火砕流・火砕サージ、溶岩流等が本施設に到着するまでに避難を完了させなければならない。
　いずれの噴火警戒レベルで避難を開始するかは、施設の立地や利用者の特性を考慮し、避難完了までの時間を推計し判断する必要がある。
　また、訓練を繰り返すことで避難完了までの時間短縮を目指すとともに、避難行動における課題を抽出し、必要に応じて、この計画の内容を見直すこととする。
　なお、地震災害の場合は、発災後に施設の状況（施設破損、停電、断水など）を確認し避難の要否を判断することもあるが、噴火災害では判断材料に乏しいため、まずは本計画に基づき避難行動を開始することが重要であり、予め決められた噴火警戒レベルに達したところで施設管理者等の判断を待たずして避難を開始する体制づくりが重要である。
必ずしも、このひな形による計画作成をお願いするものではなく、既存の計画を避難確保計画と位置づけても差し支えありません。その場合、このひな形に示した事項について適宜追加して下さい。






















【本施設の基本的対応】
○　噴火警戒レベルが
	噴火警戒レベル３


に引き上げられると、原則一旦休校します。

○　噴火警戒レベルが
	噴火警戒レベル４またはレベル５


に引き上げられると、引き渡し中であっても
避難を開始します。次ページ以降を順番に見ながら作成し、
最後に重要な事項としてこのページを作成してください。


その際の富士宮市の避難指示等は
	避難指示　○○○区


です。
最新の噴火警戒レベルは気象庁HPで確認できます。　[image: ]
https://www.data.jma.go.jp/svd/vois/data/tokyo/STOCK/activity_info/314.html

富士宮市の避難指示は静岡県防災ポータルで確認できます。　
[image: ]
 https://www.bousai-portal.pref.shizuoka.jp 

[bookmark: _Toc140053727][bookmark: _Toc140848342][bookmark: _Toc143536715][bookmark: _Toc18940094][bookmark: _Toc12288][bookmark: _Toc19674][bookmark: _Toc19841][bookmark: _Toc24965][bookmark: _Toc27893][bookmark: _Toc5015][bookmark: _Toc6939][bookmark: _Toc9218]１．計画の目的　　	
○○学校（以下「当施設」という。）は、活動火山対策特別措置法第3条第１項に基づく、火山災害警戒地域に立地している。また当施設は、富士宮市地域防災計画に、活動火山対策特別措置法第６条に基づく「避難促進施設」として定められていることから、同法第８条に基づき避難確保計画（以下「本計画」という。）を定める。
本計画は、児童生徒等、教職員に対して、富士山の噴火時等における円滑かつ迅速な避難の確保を図ることを目的とする。
※避難確保計画においては、あくまでも避難を確保するために施設からの立ち退きまでを計画の範囲
とし、さらに詳細な検討は施設ごとに行う必要がある。

２．当施設の置かれた状況　　	
当施設の立地から、影響が想定されている火山現象を整理した。この整理にあたっては、静岡県地域防災計画の避難対象エリア及び富士山火山ハザードマップを参照している。

（１）当施設に影響のある噴火現象の概要
以下に、当施設の当施設に影響のある噴火現象の概要を示す。また、各現象の解説を表 １に示す。

＜第２次避難対象エリアの施設＞
当施設は、想定火口範囲から概ね2㎞圏内に位置している。施設に影響のある火山現象は大きな噴石、降灰、溶岩流であり、溶岩流は１時間以内に到達する、または短時間で取り囲まれる可能性がある。

＜第３次避難対象エリアの施設＞
当施設は、施設に影響のある火山現象は降灰、溶岩流であり、溶岩流は１～3時間以内に到達する可能性がある。

＜第４次避難対象エリアの施設＞
当施設は、施設に影響のある火山現象は降灰、溶岩流であり、溶岩流は施設までは最短で24時間以内に到達する可能性がある。



表 １　火山現象の解説まずは、避難対象エリアとハザードマップを確認して、影響のありうる現象を確認して、
「施設への影響」欄について”○”か”－”を記入してください。


	現 象 名
	解　　　　説
	施設への影響

	大きな噴石
[image: 岩の上にいる人たち

自動的に生成された説明]出典：気象庁

	〇　噴火により無数の大小の噴石が吹き飛ばされ、直接、生命や人体に影響
〇　火口から吹き飛ばされる直径数10㎝の大きな岩石等は、風の影響を受けにくく、弾道を描いて飛来し、短時間で落下。
〇　到達範囲は火口から２～４㎞程度
■　屋根・ガラスを打ち破る破壊力
■　噴火したらまずは建物内のより安全な場所に緊急退避
	〇

	火砕流・火砕サージ
[image: 山々の黒い影

自動的に生成された説明]出典：気象庁

	○　火砕流：高温の火山灰や火山岩塊等と火山ガスとが一体となって流下
○　火砕サージ：粒状の火山灰を含む、高温の火山ガス
○　大規模な場合は地形の起伏にかかわらず広範囲に広がる
○　流下速度は時速数十km～百数十km、温度は数百℃にも達する
■　噴火警報などを活用した事前の避難が必要
	〇

	溶 岩 流
[image: ]出典：気象庁

	〇　マグマが火口から噴出して高温の液体のまま地表を流れ下る現象
〇　通過域の建物、道路が焼失、埋没
■　流下速度は、比較的遅く基本的に人の足による避難が可能
■　避難路が寸断され孤立化するおそれ


	〇

	融雪型火山泥流（積雪期）
[image: ]提供：東宮昭彦氏

	〇　積雪期において噴火に伴う火砕流等の熱によって斜面の雪が溶かされて大量の水が発生し、周辺の土砂や岩石を巻き込みながら高速で流下
■　谷筋や沢沿いから出来るだけ離れる必要
■　流下速度が大きいことを念頭に、噴火前の避難が原則
（避難が間に合わない場合、施設周辺で想定される泥流の深さや到達までの時間に応じて、堅牢な建物の高所にやむを得ず留まることもあり得る。）
	〇

	降　　灰
[image: 歩道を歩いている人たち

低い精度で自動的に生成された説明]出典：島原市

	〇　火口から噴き上げられた火山灰や小石が、上空の風により風下側に運ばれながら降下
〇　火山灰のうち細かい粒子は、降下側数百km以上にも到達
■　風下側での視界の低下
■　道路への積灰による車の走行支障等の可能性（乾燥時、概ね10㎝以上、降雨時、概ね３㎝以上を目安）
■　火山灰の重みで木造家屋倒壊の可能性（降雨時、概ね30cm以上を目安）
■　呼吸器疾患や心疾患のある人々は症状の悪化のおそれ
	〇

	[image: ]降灰後土石流




出典：国土交通省

	〇　噴火による火山灰等が堆積し、その後降雨に伴い発生する土石流
■　土石流危険区域、谷筋や沢沿いから出来るだけ離れる必要
■　流下速度が大きいことを念頭に、噴火前の避難が原則
（避難が間に合わない場合、施設周辺で想定される土石流の深さや到達までの時間に応じて、堅牢な建物の高所にやむを得ず留まることもあり得る。）
	―


※○を付した火山現象：当施設への影響が想定


（２）施設に影響のある火山現象の影響範囲
以降に、当施設の位置図と各想定現象の影響範囲を示す。

1 [bookmark: _Ref8075][bookmark: _Ref8744][bookmark: _Ref8773]大きな噴石
当施設は大きな噴石が到達する可能性がある。○○㎞
○○学校
例
第１次避難対象エリアと第２次避難対象エリアでは、「大きな噴石」の影響を受ける可能性があります。

施設及び学区で「大きな噴石」の影響を受けないようであれば、省略してかまいません。

[image: ][image: ]
図 1　大きな噴石が到達する可能性のある範囲と当施設の位置関係


参照：富士山火山防災　防災マップ（大きな噴石の可能性マップ）
（https://www.gis.pref.shizuoka.jp/?z=12&ll=35.26849%2C138.726687&t=roadmap&mp=8001&op=70&vlf=000001e00000000000000000）




2 [bookmark: _Ref8082][bookmark: _Ref8793][bookmark: _Ref8861]火砕流・火砕サージ
当施設は火砕サージの影響範囲内である。
○○学校
例
第１次避難対象エリアと第２次避難対象エリアでは、「火砕流・火砕サージ」の影響を受ける可能性があります。

施設及び学区で「火砕流・火砕サージ」の影響を受けないようであれば、省略してかまいません。

[image: ]
図 2　火砕流・火砕サージが到達する可能性のある範囲と当施設の位置関係


参照：富士山火山防災　防災マップ（火砕流・火砕サージの可能性マップ）
（https://www.gis.pref.shizuoka.jp/?z=12&ll=35.26849%2C138.726687&t=roadmap&mp=8001&op=70&vlf=000001e00000000000000000）


3 [bookmark: _Ref8088][bookmark: _Ref8796][bookmark: _Ref8871]溶岩流
（1）到達時間　溶岩流は施設に最短で○時間で到達する可能性がある。
例

[image: ]○○学校


図 3　溶岩流が到達する可能性のある範囲と当施設の位置関係噴火口の場所によって溶岩流がどの方向から流れてくるかが異なり、影響が生じるまでの時間も異なりますが、まずは「溶岩流可能性マップ」で最短到達時間を確認してください。

[image: ]
参照：富士山火山防災　防災マップ（溶岩流可能性マップ）（https://www.gis.pref.shizuoka.jp/?z=12&ll=35.26849%2C138.726687&t=roadmap&mp=8001&op=70&vlf=000001e00000000000000000）


4 [bookmark: _Ref8092][bookmark: _Ref8799][bookmark: _Ref8884]融雪型火山泥流
融雪型火山泥流ドリルマップの危険度区分から、当施設は事前の避難または建物内での垂直避難が必要な区域に含まれる。
[image: ]例
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○○学校
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○○学校





図 4　融雪型火山泥流が到達する可能性のある範囲と当施設の位置関係
参照：富士山火山防災　防災マップ（融雪型火山泥流の危険度区分）
（https://www.pref.shizuoka.jp/_res/projects/default_project/_page_/001/030/190/15_deiryudk.pdf）

5 [bookmark: _Ref8098][bookmark: _Ref8806][bookmark: _Ref8894]降灰
宝永噴火規模の噴火が発生した場合の可能性マップでは、当施設は最大10～30㎝程度の降灰の可能性が想定されている。大規模な降灰の有無や影響範囲は風向きによっても変動し、噴火が発生するまで判明しない。

[image: ]

図 5　降灰の可能性マップ


6 降灰後土石流例

[image: ]図 6　参照：みんなのハザードマップ（土砂災害（特別）警戒区域マップ）（https://www.gis.pref.shizuoka.jp/?z=12&ll=35.26849%2C138.726687&t=roadmap&mp=8001&op=70&vlf=000001e00000000000000000）○○学校

＜土砂災害警戒区域（土石流）内の施設　⑤の降灰可能性マップ10cm以上の範囲＞
当施設は土砂災害警戒区域内であり、降灰も10cm以上となる可能性があることから、降灰状況によっては少しの雨であっても、降灰後土石流が生ずるおそれがある。

＜土砂災害警戒区域（土石流）内の施設　⑤の降灰可能性マップ10cm未満の範囲＞
当施設は土砂災害警戒区域内であるが、降灰可能性マップでは10cm未満の範囲となっている。「宝永噴火後の土砂流出に関する史料を検討した結果、主な土砂災害は降灰の厚さ10cm 以上の範囲に集中する（平成16年富士山ハザードマップ報告書）」といわれているが、噴火後は国の緊急調査結果に留意する。

＜土砂災害警戒区域（土石流）外の施設＞
[bookmark: _Toc140053729][bookmark: _Toc140848344][bookmark: _Toc143536717][bookmark: _Toc18940096]省略可能。（※施設が区域外であっても、近傍に土砂災害警戒区域（土石流）があれば、区域内と同様に扱ってください。）


[bookmark: _Toc17185][bookmark: _Toc19191][bookmark: _Toc24509][bookmark: _Toc25143][bookmark: _Toc32009][bookmark: _Toc684][bookmark: _Toc8857]３．避難確保計画の対象とすべき人数及び範囲　　
当施設において避難確保を行うべき対象は、原則として児童生徒、教職員とする。避難にあたっては、教職員も避難対象者であることを認識し、児童生徒等だけでなく教職員の避難時間を確保する。
例

表 ２　避難を確保すべき児童生徒等
	避難を確保すべき対象

	児童数
	1年生
	○○人

	
	2年生
	○○人

	
	3年生
	○○人

	
	4年生
	○○人

	
	5年生
	○○人

	
	6年生
	○○人

	
	合計
	○○人

	教職員数
	○○人




[bookmark: _Toc140053730][bookmark: _Toc140848345][bookmark: _Toc143536718][bookmark: _Toc18818][bookmark: _Toc18940097][bookmark: _Toc19143][bookmark: _Toc22860][bookmark: _Toc23970][bookmark: _Toc28147][bookmark: _Toc12451][bookmark: _Toc28019][bookmark: _Toc28453]４．防災体制　　
富士山の火山活動が活発化した場合の当施設における防災体制は、以下のとおりとする。
警戒体制において、初動期は安全確保、負傷者対応が優先されることからそれらを担う避難誘導班や救護班の活動に人員を割き、その後数時間後(3時間程度)から今後の避難対応のための施設管理班を加えて、それぞれの班にも人員を移動させて対応を行う。
なお、噴火警戒レベルについては、図13を参照。

表 ３　防災体制と火山活動状況の関係
	防災体制例

	当施設の班組織
	状況

	警戒体制
	以下の班体制をとる。
・統括班
・情報班
・避難誘導班
・救護班
・施設班
・物資班
・心のケア班
	噴火警戒レベルが５に引上げられた場合
（※突発的な噴火時も含む）

	
	
	噴火警戒レベルが４に引上げられた場合

	
	
	噴火警戒レベルが３に引上げられた場合

	注意体制
	以下の班体制をとる。
・統括班
・情報班
・物資班
	噴火警戒レベルが１の状況で、火山の状況に関する解説情報（臨時）が発表された場合（以下、解説情報（臨時）とする。）



表 ４　危機管理マニュアルとの関係
	避難確保計画例

班名
	危機管理マニュアル
班名
	主な業務内容
	備考

	統括班
	災害対策本部
	・全体総括
・体制移行の検討
・富士宮市○○課または危機管理局との連絡調整
	

	情報班
	災害対策本部
	・情報収集（火山防災情報、避難指示等）
・各班への情報の伝達
	

	避難誘導班
（児童生徒対応）
	児童生徒班
	・児童生徒の引き渡し
・避難誘導等
	

	避難誘導班
（保護者対応）
	保護者対応班
	・保護者への連絡、対応等
	

	物資班
	施設管理班
	・物資管理
・交通手段の確保
	

	施設班
	施設管理班
	・建物内の被害確認
・施設の閉鎖
	

	救護班
	救護班
	・児童の救護等流
	

	心のケア班
	心のケア班
	・児童生徒のケア
	解説情報（臨時）が発表される状況においても、社会的な関心が非常に高まっていることが想定される。




【当施設の体制（名簿及び指揮命令順位）】
統括班に統括管理者を1名置き、教職員名簿の指揮命令順位が最も上位のものとする。
教職員名簿
	指揮
命令
順位例

	班名
	職名
	氏名
	応急
対策
要員
	勤務時間外の対応
	緊急連絡先

	
	
	
	
	
	自校以外の
参集先への
参集基準
	自校以外の参集先
	

	1
	
	校長
	
	〇
	
	
	

	2
	
	副校長
	
	〇
	
	
	

	3
	
	教頭
	
	〇
	
	
	

	4
	
	事務長
	施設の危機管理マニュアル等で作成した体制を引用してください。

	
	
	
	

	5
	
	教諭
	
	
	D
	●●学校
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	


※危機管理マニュアルp●より引用

【当施設の体制（注意体制）】
当施設は、以下の体制をとり災害対応にあたる。
	施設例

	○○学校



	統括管理者
	富士山 花子
	・施設の統括
・富士宮市○○課または危機管理局との連絡調整
・県との連絡調整
・警戒体制への移行判断

	
	

	情報班（班長）
	○○ ○○
	・火山活動情報の収集・伝達
（気象庁や国交省、市からの情報収集）

	
	



	
物資班（班長）
	
○○ ○○
	・移動のための交通手段の確保
・移動先での必要な資機材の準備


危機管理マニュアルや消防計画等で作成した体制があれば、それを引用してください。

ワードにこだわらず、パワーポイントやエクセルで作成して貼り付けすることでもかまいません



【当施設の体制（警戒体制）】
当施設は、以下の体制をとり災害対応にあたる。
	施設例

	○○学校



	統括管理者
	○○ ○○
	・施設の統括
・富士宮市○○課または危機管理局との連絡調整
・県との連絡調整

	
	

	情報班（班長）
	○○ ○○
	・火山活動情報の収集・伝達
・内部での情報連絡対応
・外部への安否確認対応
・保護者への連絡
・ラジオやテレビ等からの情報収集
・建物の被害状況の簡易調査

	
	

	避難誘導班（班長）
	○○ ○○
	・児童や生徒の避難誘導
・引き渡し対応
・不安を案じた児童への対応

	
	

	
救護班（班長）
	
○○ ○○
	・負傷者の救護
・不安を案じた児童への対応



	
施設班（班長）
	
○○ ○○
	・建物内の被害確認
・避難後ライフラインの停止
・施設閉鎖、施錠の確認
・玄関前へ避難先の掲示
・今後の避難所開設に向けた準備や対応



	
物資班（班長）
	
○○ ○○
	・物資の手配や準備、調達
・市からの物資受入の対応




	
心のケア班（班長）
	
○○ ○○
	・児童生徒のケア





【災害状況と体制の関係表】噴火警戒レベル４の段階、レベル５の段階は、
立地と避難に要する時間から、
避難と避難準備を検討してください。


表 ５　災害状況と体制の関係
	状況
	体制
	対応
	参集職員

	「●●区」に避難指示が発令された場合
	警戒体制
	避難
※予め避難先を検討しておくこと
	―

	噴火した場合
	警戒体制
	避難（準備）
	―

	噴火警戒レベルが５に引き上げられた場合
（噴火前）
	警戒体制
	避難（準備）
	―

	噴火警戒レベルが４に引き上げられた場合
	警戒体制
	休校
避難（準備）
	―

	噴火警戒レベルが３に引き上げられた場合
	警戒体制
	休校
保護者への引き渡し
	応急
対策
要員

	噴火警戒レベルが１の状態で火山の状況に関する解説情報（臨時）が発表された場合
（以下、解説情報（臨時）とする。）
	注意体制
	通常
	管理職

	噴火警戒レベル１（平時）
	―
	通常
	なし


　※富士山では、噴火警戒レベル１（平時）と噴火警戒レベル３の間の噴火警戒レベル２が存在しない。火山活動の推移により噴火警戒レベルを引き上げる可能性があると判断した場合、火山活動の状況や防災上警戒・注意すべき事項等を伝えるため「火山の状況に関する解説情報（臨時）」が気象庁から発表される。
なお、噴火警戒レベルは必ずしも順を追って引き上げられるものではなく、一足飛びに引き上げられることもあることに注意。（噴火警戒レベル３から、レベル４を飛ばしてレベル５になることもある。）



[bookmark: _Toc140053731][bookmark: _Toc140848346][bookmark: _Toc143536719][bookmark: _Toc18940098][bookmark: _Toc22600][bookmark: _Toc23588][bookmark: _Toc27993][bookmark: _Toc28828][bookmark: _Toc31115][bookmark: _Toc31234][bookmark: _Toc5250][bookmark: _Toc6718]５．火山の状況の推移に応じた対応　　
当施設における、火山の状況の推移に応じた対応について記す。概要は表 ６のとおりである。対応の詳細を次項以降に記す。
[bookmark: _Ref30000][bookmark: _Ref29980]表 ６　火山の状況の推移に対する当施設の対応表
	状況の推移例１

	当施設の対応

	噴火した場合

	・緊急安全確保
・警戒体制
・速やかに児童生徒等を避難誘導
・引き渡し中の場合は、保護者に学校へ近づかないように連絡
・（避難した場合）安否情報、避難先を保護者へ連絡し、引き渡し再開の準備
・（必要に応じて）富士宮市○○課または危機管理局への連絡
・今後の1日、3日、7日間の対応を協議

	噴火警戒レベルが５に引き上げられた場合
（噴火前）
	・休校を継続
・警戒体制
・速やかに児童生徒等を避難誘導
・（避難した場合）安否情報、避難先を保護者へ周知
・情報収集
・（必要に応じて）富士宮市○○課または危機管理局への連絡
・今後の1日、3日、7日間の対応を協議

	噴火警戒レベルが４に引き上げられた場合

	・休校を継続
・警戒体制
・情報収集
・富士宮市○○課または危機管理局への連絡
・保護者対応
・第2次避難対象エリアは、直ちに避難を実施し、
避難先で引き渡し
・今後の1日、3日、7日間の対応を協議

	噴火警戒レベルが３に引き上げられた場合

	・休校措置の実施
・警戒体制
・保護者への連絡及び引き渡し
・学校・施設単位での移動準備（第2次避難対象エリア）
・情報収集
・富士宮市○○課または危機管理局への連絡
・今後の1日、3日、7日間の対応を協議

	噴火警戒レベルが１の状態で、解説情報（臨時）が発表された場合
	・注意体制
・情報収集
・休校の手続き確認及び準備
・保護者への連絡準備
・富士宮市○○課または危機管理局への連絡

	噴火警戒レベル１（平時）
	・継続的な情報収集
・学校・児童関連施設の避難確保計画の策定、見直し
・緊急時の連絡手段,安全確保先の確保
・避難訓練の実施、避難経路の点検
・備蓄品の手配・管理


[bookmark: _Toc18940105][bookmark: _Toc140053732][bookmark: _Toc140848347][bookmark: _Toc143536720]

	当施設の対応
	状況の推移

	
	噴火警戒レベル１（平時）
	噴火警戒レベル１
解説情報（臨時）
	噴火警戒レベル３
	噴火警戒レベル４
	噴火警戒レベル５
	噴火発生
	避難指示発令
	避難完了後または
避難不要判断後

	体制
	-
	注意
	警戒
	警戒
	警戒
	警戒
	警戒
	警戒

	休校措置
	-
	準備
	休校
	休校
	休校
	休校
	休校
	休校

	引き渡し措置
	-例２
火山の状況の推移に対する施設の対応が列挙できれば、どのような表現でも良い。
この例は、第４次避難対象エリアを想定した表
（避難タイミングが噴火より後）のため、
避難対象エリア毎・避難に時間を要する人の有無に応じて、状況の推移の順序も含めて、検討してください。

特に、「避難指示発令」の項目は、避難対象エリアによっては噴火前なのか噴火後なのかも含め、タイミングが異なります。

	準備
	○
	○
	○
	中止
	中止
	再開

	情報収集・伝達
	定期
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○

	保護者への連絡
	-
	○
	○
	※
	※
	※
	○
	○

	富士宮市○○課または危機管理局への連絡
	-
	○
	○
	※
	※
	※
	○
	○

	避難誘導
	-
	-
	-
	準備
	準備
	※
	○
	○

	物資管理
	定期
	準備
	準備
	準備
	準備
	○
	○
	○

	施設管理
	定期
	-
	○
	○
	○
	○
	○
	○

	救護
	-
	-
	-
	準備
	準備
	※
	○
	○

	心のケア
	-
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○


○：実施
※：必要に応じて実施


５.１　火山の状況に関する解説情報（臨時）等が発表された場合
火山の状況に関する解説情報（臨時）が発表された場合、今後噴火警戒レベルが３に引き上げられた場合の休校の手続きの確認や準備、引き渡しの準備等を行う。
※現時点では、噴火警戒レベルを引き上げる、または警戒が必要な範囲を拡大する可能性は低いものの、火山活動に変化がみられるなど、火山活動の状況を伝える必要があると判断した場合に「火山の状況に関する解説情報」が発表される場合がある。

[bookmark: _Toc18940106]（１）情報収集・伝達
[bookmark: _Hlk63365474]火山の状況に関する解説情報（臨時）が発表された場合、当施設が行う防災体制、情報収集・伝達は以下のとおりである。

1 防災体制の確立
表 ７　防災体制の確立
	対応事項
	内容

	体制
	注意体制となる

	組織図の作成
	統括管理者は各役職の氏名を記入した組織図を張り出す

	経過記録
	情報班が経過記録を行う



2 情報の収集
表 ８　当施設として行う情報収集対応
	対応事項
	内容

	情報収集
	情報班は緊急エリアメールや防災アプリ等の第一報をもとに情報収集を行う。

	富士宮市への報告
	統括管理者は富士宮市○○課または危機管理局と以下の情報を共有する。
・施設が把握している火山活動の状況



3 情報の伝達
表 ９　当施設として行う情報収集・伝達の対応
	対応事項
	内容

	職員への伝達
	統括管理者が緊急連絡網等で全職員への伝達を行う
（休日の場合）
統括管理者は緊急連絡網等で管理職へ今後の対応を電話協議または参集

	保護者への伝達準備
	情報班は●●●●（保護者向けのメール等）記の情報配信を行い保護者に伝達する。
「ただいま、火山の状況に関する解説情報（臨時）が発表されました。
今後、噴火警戒レベルが３に引き上げられますと、引き渡しとなりますので、今後の情報に注意いただくよう、お願い致します。」



関係機関の連絡先は、以下のとおりである。

表 １０　関係機関連絡先一覧
	分類
	関係機関
	連絡先
	担当窓口

	教育委員会
	
	
	

	
	
	危機管理マニュアル等で作成した関係機関連絡先を引用してください。

	

	
	
	
	

	近隣校
	
	
	

	富士宮市役所
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５.２	噴火警戒レベルが３に引上げられた場合

噴火警戒レベルが３に引き上げられた場合、当施設は児童生徒等の引き渡しを行い、休校措置を取る。休校後は火山活動状況に応じて対応を協議する。
[bookmark: _Toc18940103]（１）情報収集・伝達
噴火警戒レベルが３に引き上げられた場合の情報収集・伝達は、以下のとおりである。

1 防災体制の確立
表 １１　防災体制の確立
	対応事項
	内容

	体制
	噴火警戒レベル３で警戒体制となる

	組織図の作成
	統括管理者が各役職の氏名を記入した組織図を張り出す

	経過記録
	情報班が経過記録を行う



2 情報の収集
表 １２　当施設として行う情報収集対応
	対応事項
	内容

	富士宮市への報告
	統括管理者が富士宮市○○課または危機管理局と以下の情報を共有する。
・施設が把握している火山活動の状況

	輸送機関の交通情報の収集
	情報班が児童生徒等の保護者への引き渡しのために、以下の情報を収集する。
・交通規制等道路情報、公共交通情報





3 情報の伝達
表 １３　当施設として行う情報収集・伝達の対応
	対応事項
	内容

	職員への伝達
	統括管理者が以下の情報につき説明、協議する
・富士山の活動状況の説明
・関係機関（国・県・市）などの体制
・体制、連絡系統、フェーズ方針の説明

	関係機関への伝達
	統括管理者が地域防災無線等を用いて、富士宮市○○課または危機管理局に連絡

	児童生徒等への伝達
	統括管理者が放送設備（屋外スピーカー、拡声器等）や施設内放送を使用し、情報の提供を行う。
「ただ今、富士山の噴火警戒レベルが３に上がりました。保護者へ引き渡しになりますので児童の皆さんは、落ち着いて先生の指示に従い、帰りの支度をしてください。」

	保護者への伝達
	引き渡しの実施について、情報班が下記の配信を行い保護者に伝達する。
「ただいま、富士山の噴火警戒レベル3(入山規制)が発表されました。
○○学校の保護者の皆様は、お子様の学校へお迎えをお願いします。」
引き渡し時の駐車場や引き渡し手段、引き渡し後の対応を伝達する。






（２）引き渡し対応
児童生徒等をすべて引き渡すまでにかかる最低時間はおおよそ○○分と想定される（令和〇年訓練時）。下記に引き渡しの手順とイメージを示す。引き渡しに関する情報は、情報班がホワイトボード・黒板を活用して、災害時状況報告票に整理する。

1 引き渡しの手順

図 7　（参考）引き渡しの手順（文部科学省　学校防災マニュアルを引用）

[image: ]
図 8　　引き渡し等のイメージ
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図 9　　引き渡し場所・駐車場位置図の例
なお、教職員自らの子の引き渡しを受ける場合については、その教職員が引き渡し対応を行う必要性を考慮し、事前に縮小体制を編成する。

（３）引き渡し困難な児童生徒等の保護
統括管理者は、保護者への引き渡しが困難な場合は、児童生徒等を一定時間は校内で保護する。学区内等で兄弟がいる児童生徒を保護する場合は可能な限り同一の学校での保護とする。

（４）休校対応・学校再開に向けて
児童生徒等の引き渡し完了後は、○○班が危機管理マニュアルp〇に基づき安全点検を行う。休校後に避難所になった場合の対応については危機管理マニュアルp〇を参照する。
休校後も噴火警戒レベル３が長期継続する可能性は考えられる。可能な限り教育の継続を行うため、教育委員会や富士山火山防災対策協議会の防災担当者間等で調整するとともに、オンライン授業も含めた上で、再開を検討する。


15
[bookmark: _Toc18940099][bookmark: _Toc140053734][bookmark: _Toc140848349][bookmark: _Toc143536722]５.３	引き渡し完了前に避難指示が発令された場合（噴火警戒レベル●）
＜第２次避難対象エリアの施設＞
児童生徒等の引き渡し完了前に「噴火警戒レベル４　避難指示」が発令された場合は、引き渡しを中止し、速やかに対応を児童生徒等の避難に切り替える。この際、引き渡しのため学校に向かう保護者が二次災害に巻き込まれないよう、事前に保護者にも避難対応へ切り替えるタイミングを周知しておく。
避難完了後は、安否情報、避難先を保護者へ周知し、安全な場所において引き渡しを再開する。

＜第３次避難対象エリアの施設＞
児童生徒等の引き渡し完了前に「噴火警戒レベル４　避難指示」が発令された場合は、引き渡しを中止し、速やかに対応を児童生徒等の避難に切り替える。この際、引き渡しのため学校に向かう保護者が二次災害に巻き込まれないよう、事前に保護者にも避難対応へ切り替えるタイミングを周知しておく。
避難完了後は、安否情報、避難先を保護者へ周知し、安全な場所において引き渡しを再開する。

＜融雪型火山泥流の危険度区分【紫】の施設＞
児童生徒等の引き渡し完了前に「噴火警戒レベル４　避難指示」が発令された場合は、引き渡しを中止し、速やかに対応を児童生徒等の避難に切り替える。この際、引き渡しのため学校に向かう保護者が二次災害に巻き込まれないよう、事前に保護者にも避難対応へ切り替えるタイミングを周知しておく。
避難完了後は、安否情報、避難先を保護者へ周知し、安全な場所において引き渡しを再開する。

＜第４次避難対象エリアの施設＞
噴火後に「避難指示　○○○区」が発令された場合は、速やかに対応を児童生徒等の避難に切り替える。
避難完了後は、安否情報、避難先を保護者へ周知し、安全な場所において引き渡しを再開する。



[bookmark: _Toc18940100]（１）情報収集・伝達
当施設が行う情報収集・伝達は、以下のとおりである。

1 情報の伝達
表 １４　当施設として行う情報収集・伝達の対応例

	対応事項
	内容

	職員への伝達
	統括管理者が緊急連絡網や施設内放送で全職員へ伝達を行う

	児童生徒等への伝達
	避難誘導班は、放送設備・資器材（屋外スピーカー、拡声器等）で、児童生徒に避難を開始するよう伝える。突然の噴火を想定し、集合場所は屋内を基本とする。
〈授業中〉
ただ今、避難指示が発表されました。児童生徒のみなさんは、落ち着いて先生の指示に従ってください。
〈休み時間中〉
ただ今、避難指示が発表されました。外にいる児童生徒のみなさんは校舎内に戻ってください。先生の指示に従って行動してください。

	関係機関への伝達
	統括管理者が地域防災無線等を用いて、富士宮市○○課または危機管理局に連絡


	保護者への伝達
	情報班が避難の実施と避難先について、●●●●（保護者向けのメール等）記の情報配信を行い保護者に伝達する。
「避難指示発令のため、引き渡しは中止します。学校へ向かっている方は引き返してください。児童生徒の引き渡し再開の場所と時間については、追って連絡します。」



（２）防災体制の確立

表 １５　防災体制の確立例

	対応事項
	内容

	避難行動の決定
	統括管理者は得られた火山情報から避難行動の開始を決定する。

	班ごとの活動の計画
	班長は班員へ具体的行動の指示を出す。




５.４	突発的な噴火が発生した場合突発的な噴火が発生した場合は、避難指示があるまで、屋内退避を行うことが有効と考えます。

第２次避難対象エリアと融雪型火山泥流【紫】が想定されるエリアでは、学校内のより安全な場所はどこかを検討してください。
（堅牢な屋根があり富士山側の開口部が小さい等）
ハザードマップとともに、市の避難計画や地区防災計画を参照したり、より安全な場所はどこかという観点で検討してください。

第２次避難対象エリア以外で噴火が発生した場合は、主に降灰に備えて屋内退避をしつつ、溶岩流が流れてくる可能性（避難指示が発令される可能性）に備えます。
溶岩流が流れてこないようであれば、状況が落ち着くまで学校で待機します。これに備えて、水や食料、携帯トイレ等を備蓄します（地震へ備えた備蓄と共用）

＜第２次避難対象エリアの施設＞
避難完了前に突発的な噴火が生じてしまった場合は、緊急安全確保を行う。
[避難指示が出る前に噴火した場合に備え、緊急安全確保について検討する。特に、大きな噴石については、頑健な建造物であれば助かる可能性がある。また、噴火した地点によっては、小さな噴石と火山灰の影響のみということも考えられる。より安全な場所はどこか、どこで救助を待つかを市の危機管理局や地域・地区と一緒に検討をする。]

＜それ以外の施設＞
避難完了前に突発的な噴火が生じた場合は、ただちに屋内退避を行い、火山灰や小さな噴石から身を守る。また、引き渡しは中止する。
［融雪型火山泥流が想定されている場所では、屋内退避場所を考慮する］
本施設には、溶岩流が最短●時間で到達する可能性がある。「避難指示　○○○区」が発令された場合には、降灰の中であっても、立ち退き避難を実施することとなる。市からの情報に注意するとともに、立ち退き避難の準備を進める。
行政からの情報収集を行い、安否情報、避難先を保護者へ周知するとともに、安全が確認されれば、引き渡しを再開する。
施設管理班は学校において、児童生徒等が数日間生活できるよう食料、飲料水、寝具等必要な物品をはじめとして発電機、非常用照明器具、暖房器具等を事前に確保し、所定の場所に保管することを検討しておく

（１）情報収集・伝達
当施設が行う情報収集・伝達は、以下のとおりである。

2 情報の伝達
表 １６　当施設として行う情報収集・伝達の対応例

	対応事項
	内容

	職員への伝達
	統括管理者が緊急連絡網や施設内放送で全職員へ伝達を行う

	児童生徒等への伝達
	避難誘導班は身の安全を図りつつ、放送設備・資器材（屋外スピーカー、拡声器等）で、児童生徒に避難するよう伝える。休み時間等で屋外にいる場合は、校舎内などの安全な場所へ緊急退避を呼びかける等、噴火に対して最善をつくす。
〈授業中〉
ただ今、富士山が噴火しました。窓際から離れてください。児童生徒のみなさんは落ち着いて先生の指示に従ってください。
〈休み時間中〉
ただ今、富士山が噴火しました。急いで校舎内に入ってください。児童生徒のみなさんは先生の指示に従って行動してください。

	関係機関への伝達
	統括管理者が地域防災無線等を用いて、富士宮市○○課または危機管理局に連絡
●●を用いて消防と警察に連絡。

	保護者への伝達
	情報班が避難の実施と避難先について、●●●●（保護者向けのメール等）記の情報配信を行い保護者に伝達する。
＜第２次避難対象エリアの施設＞
「噴火が生じたため、校舎内にて緊急安全確保をしています。学校へ向かっている方は引き返してください。消防と警察へは救助を依頼しています。」
＜それ以外の施設＞
「噴火が生じたため、屋内待避をしています。引き渡しは中止します。学校へ向かっている方は引き返すか、近くの建物へ待避してください。児童生徒の引き渡し再開の場所と時間については、追って連絡します。なお、××地区に避難指示が出された場合には、学校を離れて避難します。」



（２）防災体制の確立
表 １７　防災体制の確立例

	対応事項
	内容

	（屋内の場合）
一時避難
	避難誘導班は校舎●●階へ避難させる。この際に窓から離すか、●側の教室に移動させる。
情報班・施設班は施設の利用者等の避難状況、被災状況を把握する。
・退避状況集計様式（様式●）
[bookmark: _GoBack]・退避状況整理様式（様式●）

	避難行動の決定
	統括管理者は得られた火山情報から避難行動の開始を決定する。

	班ごとの活動の計画
	班長は班員へ具体的行動の指示を出す。



（３）付近の安全な場所への避難
【避難先】ここでの避難は、立ち退き避難のことを示します。（屋内退避、緊急安全確保と分けています。）
第２次避難対象エリアの場合は、第２次避難対象エリアから離脱するルートを検討します。
噴火後に避難を行う第３次避難対象エリア～第４次避難対象エリアは、噴火口の発生した場所により安全な方向が異なるので、複数の候補地を記載します。


引き渡し完了前に避難を実施する場合は、以下の地点を避難先の候補とする。
表 １８　避難先候補地
	
	溶岩流の流れてくる方向（流下パターン）
	避難対象エリア

	
	G　凡夫川
	H　弓沢川
	I風祭川・弓沢川
	

	（参考）当施設
	3時間以内
	24時間以内無し
	24時間以内無し
	第３次

	××区△△公園
	◎24時間以内無し
	3-24時間
	◎24時間以内無し
	第３次

	××区□□公民館
	24時間以内無し
	○24時間以内無し
	○24時間以内無し
	第４次

	××区○センター
	○24時間以内無し
	◎24時間以内無し
	3-24時間
	第４次


　◎：第一優先　○第二優先　無印　候補地静岡県では、溶岩流ドリルマップを地形で分類した「流下パターン」を定めており、市ではこれを基本として避難計画を策定しています。
避難先の候補地の考え方や、溶岩流からの避難の必要性の有無については、地域・地区の避難計画との整合をとってください。
優先順位を決めるには、以下の２つの点で検討を行います。
①避難先が影響を受けるのは何時間後か。
②避難先への移動経路は確保できるか。（距離も含めて）


避難の手順は以下のとおりである。

表 １９　立ち退き避難
	手順
	施設のとるべき対応

	富士宮市への報告
	統括班は富士宮市○○課または危機管理局に状況を連絡、必要に応じて、負傷者の救助要請を行う。

	②避難誘導
	避難誘導班は、緊急退避者を避難誘導する。（市の避難情報に注意する。）

	③施設内の残留者確認
	統括管理者は、施設内の残留者を確認する。

	④施設関係者の
避難
	施設関係者についても、規制範囲外へ避難する。

	⑤避難完了の
報告
	統括管理者は、身の安全を確保した上で、当施設全体の避難（帰宅）完了について、富士宮市○○課または危機管理局へ報告する。
学校から避難する際には、施設班が玄関等に「○○方面・○○避難所に避難済」であることがわかるように掲示を行う。




例

行き先




○○小学校へ避難済




（令和　年　月　日　曜日）



時　　分　　避難





図 10　避難済の掲示例


避難先や付近の高台と避難の経路を以下に示す。避難手段は、徒歩を基本とする。ただし、市から指示があった場合はこの限りではない。

表 ２０　避難施設と所要時間
	緊急避難先
	避難経路（距離）
	移送人員
	所要時間

	××区△△公園
	●街道ルート（㎞）
	名
	〇分

	××区□□公民館
	○公園ルート（㎞）
	名
	〇分

	××区○センター
	
	
	

	
	
	
	



	[image: ]高台②
高台①
例



図 11　避難先や付近の高台と避難経路の例



[bookmark: _Toc8632]６．資器材の配備等（必要な物資等）　　

（１）当施設の保有設備、資器材、備蓄物資等の状況
① 保有設備、資器材、備蓄物資
当施設で保有する、情報収集・伝達又は避難誘導の際に使用する設備・資器材、備蓄物資は、下表のとおりである。
統括管理者は、日頃からこれらの資器材等の使用方法並びに保管場所を施設の従業員に周知し、また、その維持管理に努めるものとする。
統括管理者・物資班は、毎年○○月に設備・資器材、備蓄物資の状況を点検・確認し、必要な更新等を行う。例

	区分
	内容

	避難に用いる物品
	危機管理マニュアル等で作成した
緊急時持出し品を引用してください。
地震の備えに加えて、
火山灰から呼吸器や目を保護するため、
マスクやゴーグルが備蓄してあると良いです。


	応急手当に用いる物品
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	



[bookmark: _Toc12188][bookmark: _Toc16775][bookmark: _Toc173][bookmark: _Toc18348][bookmark: _Toc24037][bookmark: _Toc3843]７．防災教育及び訓練の実施、利用者等への周知・啓発　　

（１）当施設における研修・訓練の実施
当施設においては、下表の研修・訓練を実施する。職員間の情報共有と意識の向上に努め、防災教育を積極的に取り組む。新規採用職員研修時などに避難確保計画の説明を実施する。

表 ２１　防災教育及び訓練計画例

	研修・訓練の内容
	頻度
	対象者

	避難確保計画の説明会・体制調整
	毎年４月
	職員

	引き渡し訓練(地区合同)
	毎年〇月頃
	児童生徒等・保護者・職員

	避難訓練
	毎年〇月頃
	児童生徒等・職員

	防災教室
	毎年〇月頃
	児童生徒等・職員

	防災教室（PTA会）
	毎年〇月頃
	保護者



（２）避難確保計画の見直し
①　毎年実施される訓練を通じて、計画の検証及び見直しを行う。
②　施設や人事異動等で変更が生じた場合は、必要に応じて、その都度、計画修正を行う。
③　訓練を実施した場合、及び計画を変更した場合は、富士宮市○○課、危機管理局に報告する。

（３）当施設における利用者等への情報提供・啓発
情報掲示やパンフレット等の配布を通じて利用者等への情報提供・啓発を行う。

表 ２２　情報掲示内容等一覧例

	活用する資料
	情報内容
	入手先
	周知方法

	平面図（建物内のより安全な場所）
	建物内のより安全な場所・退避経路
	学校で作成
	掲示

	富士山噴火における避難ルートマップ
	施設周辺の避難経路・避難先
	学校で作成
	掲示

	噴火警戒レベル
	気象庁ホームページ
	気象庁HP
	掲示

	火山活動解説資料
	現在の噴火警戒レベル・火山活動状況
	気象庁HP
	掲示

	火山に関するパンフレット・資料等
	その他、火山防災に関する事項
	市
	掲示と配布





[bookmark: _Toc140053737][bookmark: _Toc140848352][bookmark: _Toc143536725][bookmark: _Toc23325][bookmark: _Toc20864][bookmark: _Toc4882][bookmark: _Toc8570]８．参考資料　　
（１）参考とするべき情報等
	収集する
情 報 等
	内   容
	発表
機関
	収集方法

	噴火警報
・予報
	噴火警報は、噴火に伴って、生命に危険を及ぼす火山現象（大きな噴石、火砕流、融雪型火山泥流等、発生から短時間で火口周辺や居住地域に到達し、避難までの時間的猶予がほとんどない現象）の発生が予想される場合やその危険が及ぶ範囲の拡大が予想される場合に「警戒が必要な範囲（生命に危険を及ぼす範囲）」を明示して発表する。
噴火予報は、火山活動の状況が静穏である場合、あるいは火山活動の状況が噴火警報には及ばない程度と予想される場合に発表する。
噴火警戒レベルを運用している火山では、噴火警戒レベルを付して噴火警報・予報を発表する。
	気象庁

	テレビ、ラジオ、気象庁ホームページ、防災行政無線、緊急速報メール（特別
警報のみ）等

	噴火警戒
レベル
	火山活動の状況に応じて、「警戒が必要な範囲」と防災機関や住民等の「とるべき防災対応」を５段階に区分した指標。「避難」「高齢者等避難」「入山規制」「火口周辺規制」「活火山であることに留意」のキーワードが付記され、噴火警報に付け加えて発表される。噴火警戒レベルに対応した「警戒が必要な範囲」と「とるべき防災対応」については、市町村や都道府県の地域防災計画に定められている。市町村の指示に従って規制された範囲から避難する必要がある。　
	
	

	火山の状況に関する
解説情報
	噴火警戒レベルの引上げ基準に現状達していない、または警戒が必要な範囲を拡大する状況ではないものの、今後の活動の推移によってはこれらの可能性があると判断した場合、または判断に迷う場合に、火山活動の状況や防災上警戒・注意すべき事項等を伝えるため「火山の状況に関する解説情報（臨時）」を発表する。また、現時点では、噴火警戒レベルを引き上げる、または警戒が必要な範囲を拡大する可能性は低いものの、火山活動に変化がみられるなど、火山活動の状況を伝える必要があると判断した場合に「火山の状況に関する解説情報」を適時発表する。
	
	テレビ、ラジオ、気象庁ホームページ、防災行政無線等


	噴火速報
	登山者や周辺の住民に対して、火山が噴火したことを端的にいち早く伝えて、身を守る行動を取っていただくために発表する情報である。
	
	テレビ、ラジオ、気象庁ホームページ、防災行政無線、携帯端末等


	火山活動
解説資料
	写真や図表等を用いて、火山活動の状況や警戒事項等について解説するため、随時及び定期的に発表する資料である。
	
	

	月間火山
概況
	前月１ヶ月間の火山活動の状況や警戒事項をとりまとめた資料である（全国版、各地方版）。
	
	

	地震・火山
月報（防災編）
	月ごとの地震･火山に関連した各種防災情報や地震･火山活動に関する分析結果をまとめた資料である（全国版）。
	
	





	収集する
情 報 等
	内   容
	発表
機関
	収集方法

	噴火に
関する
火山観測報
	噴火が発生したことや、噴火に関する情報（噴火の発生時刻・噴煙高度・噴煙の流れる方向・噴火に伴って観測された火山現象等）を噴火後直ちに知らせる情報である。
	気象庁
	テレビ、ラジオ、気象庁ホームページ、防災行政無線、携帯端末等


	降灰予報
	噴火により、どこにどれだけの量の火山灰が降るか（降灰量分布）や、風に流されて降る小さな噴石の落下範囲の予測を伝える情報である。
噴火のおそれがある火山周辺で、計画的な対応行動をとれるようにするために、定期的に発表する「降灰予報（定時）」、火山近傍にいる人が、噴火後すぐ降り始める火山灰や小さな噴石への対応行動をとれるようにするために発表する「降灰予報（速報）」、火山から離れた地域の住民も含め、降灰量に応じた適切な対応行動をとれるようにするために発表する「降灰予報（詳細）」の３種類の情報として発表する。降灰量に関する情報は、降り積もった際の厚さによって「多量（1mm以上）」「やや多量（0.1mm～1mm）」「少量（0.1mm未満）」の３階級で表現される。
	
	

	火山ガス
予報
	居住地域に長期間影響するような多量の火山ガスの放出がある場合に、火山ガスの濃度が高まる可能性のある地域を対象に発表する情報である。
	
	

	火山現象に関する
海上警報
	火山現象に関する海上警報は、噴火の影響が海上や沿岸に及ぶ恐れがある場合に発表する。
緯度・経度を指定して、付近を航行する船舶に対して警戒を呼びかける。噴火の影響が海上や沿岸に及ぶ恐れがなくなった場合には解除する。
	
	

	土砂災害
緊急情報
	噴火によって山腹斜面に火山灰が堆積すると、少量の雨でも土石流が発生することがある。こうした火山噴火に起因する土石流による重大な土砂災害が急迫している場合に、国土交通省が土砂災害防止法に基づく緊急調査を行い、被害の想定される区域と時期に関して、関係地方公共団体の長に通知するとともに、一般に周知する情報。
市町村は、土砂災害緊急情報に基づいて、避難指示等を発令する。市町村の指示に従って規制された範囲から避難する必要がある。
	国土交通省
	

	火口周辺
規制・入山
規制
	火口周辺に危険がある場合や、小規模な噴火が発生するおそれがある場合等に、火口周辺又は火山への立入を規制するために、市町村が発表する情報。
噴火警報や噴火警戒レベルの発表がなくても火山活動の状況等に応じて発表される場合もある。
	市町
	テレビ、ラジオ、防災行政無線、市町村ホームページ等

	避難指示
	市町村長が災害対策基本法第60条に基づいて、災害が発生し、又は発生するおそれがある場合において、必要と認める地域の必要と認める居住者等に対し、避難のための立退きを指示するもの。
噴火警報の発表や噴火警戒レベルの引上げがなくても火山活動の状況等に応じて発表される場合もある。
	
	テレビ、ラジオ、市町村ホームページ、防災行政無線、緊急速報メール等




（２）富士山火山防災に係る情報収集
火山防災情報の主な入手先を記載する。太枠内は連動して発表される情報を表す。

①　配信される情報（噴火前）
	情報
	富士山の状況・防災対応
	入手手段

	噴火警戒レベル１
	平穏・防災対応なし
	緊急速報メール：-
静岡県防災アプリ：-
防災行政無線：-
気象庁HP：○

	解説情報（臨時）
	火山性地震の増加
	緊急速報メール：○
静岡県防災アプリ：-
同報無線：-
気象庁HP：○

	下山指示（避難指示）
	登山客の下山が始まる
	緊急速報メール：○
静岡県防災アプリ：○
同報無線：-
気象庁HP：-

	噴火警戒レベル３
	火山性地震のさらなる増加等
★本校ではこのタイミングで休校、引き渡しを開始
	緊急速報メール：○
静岡県防災アプリ：○
同報無線：○
気象庁HP：○

	避難指示
（第１次避難対象エリア）
	山宮１区２町内に避難指示
	緊急速報メール：○
静岡県防災アプリ：○
同報無線：○
気象庁HP：○

	噴火警戒レベル４
	火山性地震がさらに増加し、地殻変動も活発等
	緊急速報メール：○
静岡県防災アプリ：○
同報無線：○
気象庁HP：○

	避難指示
（第２次避難対象エリア）
高齢者等避難
（第３次避難対象エリア）
	本校所在地の○○区に「避難指示」
★本校ではこのタイミングで「避難」へ対応を切り替え
	緊急速報メール：○
静岡県防災アプリ：○
同報無線：○
気象庁HP：-

	噴火警戒レベル５（噴火前）
	
	緊急速報メール：○
静岡県防災アプリ：○
同報無線：○
気象庁HP：○

	高齢者等避難準備
（第４次避難対象エリア）
	
	緊急速報メール：○
静岡県防災アプリ：○
同報無線：○
気象庁HP：-




②　配信される情報（噴火後）
	噴火速報
	
	緊急速報メール：-
静岡県防災アプリ：○
同報無線：-
気象庁HP：○

	噴火警戒レベル５（噴火時）
	
	緊急速報メール：○
静岡県防災アプリ：○
同報無線：○
気象庁HP：-

	避難指示
（溶岩流の流下が想定される範囲等）
	××区に避難指示

	緊急速報メール：○
静岡県防災アプリ：○
同報無線：○
気象庁HP：-




[bookmark: _Ref14033][bookmark: _Ref1286][image: ]
図 12　避難対象エリア（富士宮市富士山火山避難行動マップ）
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図 13　富士山の噴火警戒レベル（気象庁）
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図 14（参考）富士山火山における避難の全体イメージ
（※避難行動要支援者は自宅で生活する者を想定）
[image: ][image: ]
図 15　富士宮市富士山火山避難行動マップ

[bookmark: _Toc12392][bookmark: _Toc1723][bookmark: _Toc17696][bookmark: _Toc30391]９．様式集　　	
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幼稚園

図 16　災害時状況報告表（幼稚園の例）


[image: ]例

図 17　災害時状況報告表（小中学校の例）
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図 18　引き渡しカード
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学校・児童関連施設において、避難確保計画作成に当たっては避難基本計画で記載がある下記の事項についても参考として、平時から立地条件に基づき児童生徒等の安全対策を検討しておくこと。

表 ２３　学校・児童関連施設が検討すべき事項（例）
	[bookmark: _Hlk122079371]・ 避難にあたっては、教職員も避難対象者であることを認識し、児童生徒等だけでなく教職員の避難時間を確保すること
・ 当該学区内の今後の安全状況の見込み（そのまま自宅への帰宅可否等の情報）
・ 突発的な噴火発生により引き渡しが間に合わない際の緊急安全確保
・ 緊急時の連絡体制（職員の参集、保護者への連絡体制）
・ 一定時間経過後、引き渡し予定場所からの避難先（避難するタイミング、避難時期）
・ 児童生徒等が遠隔地へ避難した場合の連絡方法
・ （当該施設が避難所に指定されている場合）授業等の再開の時期
・ 引き渡し訓練の実施方法
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災害時状況報告票  

保育所 名                 保育所  通し番号   

報告日時     年     月     日      時     分  報告者   

報告先  部署：                         対応者：  

報告内容  備考  

負傷者   軽傷：         人   重傷：         人      重傷者の対応状況や救 急への依頼なども連絡す る。 症状なども可能な範 囲で連絡  

引渡し   状況   当日の在籍 人数            人    完了人数       人   未完了人数         人   欠席 児童 数      人   うち安否確認完了      人  報告時点の人数を連絡 する。 未完了については 対応中の内容を伝える。  

教員安否   総数    人   欠席者数      人   うち安否確認済      人   

建物調査   調査を実施済み    o r    調査を未実施  現時点での状況を連絡  

建物被害      無被害      軽微なひび割れが見られる（建物が使用可能）。      柱や梁に大きなひび割れが見られる（危険）。      倒壊した。  調査結果を報告。複数建 物がある場合は、それぞ れについて報告。  

その他施 設        校舎被害の状況を参考 に報告    

ライフライ ン被害   ● 電気      可・不可          ● ガス      可・不可  ●   水道    可・不可   ●   下水道   可・不可   

物資や対 応の援助 依頼              必要な支援、町や近隣の 被害現状など町・災対本 部に聞きたいこと・依頼 があれば。  

防災倉庫 の使用状 況            保育所や近隣の住民が 備蓄品を使用していれば 報告  
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Ver.20230428   学校教育課 Tel:   72 - 6052     Fax:       防災電話   350      Mail:   災害時状況報告票  

学校名                 学校  通し番号   

報告日時     年     月     日      時     分  報告者   

報告先  部署：                         対応者：  

報告内容  備考  

負傷者   軽傷：         人   重傷：         人      重傷者の対応状況や救 急への依頼なども連絡す る。 症状なども可能な範 囲で連絡  

引渡し   状況   当日の在籍 人数            人    完了人数       人   未完了人数         人   欠席児童生徒数      人   うち安否確認完了      人  報告時点の人数を連絡 する。 未完了については 対応中の内容を伝える。  

教員安否   総数    人   欠席者数      人   うち安否確認済      人   

建物被害   調査を実施済み    o r    調査を未実施  現時点での状況を連絡  

校舎      無被害      軽微なひび割れが見られる（建物が使用可能）。      柱や梁に大きなひび割れが見られる（危険）。      倒壊した。  調査結果を報告 。複数建 物がある場合は、それぞ れについて報告。  

体育館      無被害      軽微なひび割れが見られる（建物が使用可能）。      柱や梁に大きなひび割れ ・破断 が見られる（危険）。      倒壊した。   

その他施 設        校舎被害の状況を参考 に報告    

ライフライ ン被害   ● 電気      可・不可          ● ガス      可・不可  ●   水道    可・不可   ●   下水道   可・不可   

避難状況   引渡しした保護者家族       人（世帯数）   近隣の住民              人（世帯数）    体育館が使える状況で 避難してきた人や家族が あれば報告  

物資や対 応の援助 依頼              必要な支援、町や近隣の 被害現状など町・災対本 部に聞きたいこと・依頼 があれば。  

防災倉庫 の使用状 況            学校や近隣の住民が備 蓄品を使用していれば報 告  
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